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すてすて　　　　人人

威
風
堂
々
！
イ
ン
タ
�
ハ
イ
へ
向
け
て

猛
練
習
に
励
む
大
阪
国
際
滝
井
高
校
体
育

館
で
の
取
材
�
イ
ン
タ
ビ
�
�
中
も
眼
は

し
�
か
り
と
選
手
達
に
向
け
ら
れ
�
細
か

い
チ
�
�
ク
を
怠
ら
な
い
�
全
国
高
校
バ

レ
�
界
で
も
名
将
と
い
わ
れ
る
才
﨑
監
督

の
第
一
印
象
�
高
校
バ
レ
�
界
で
監
督
就

任
６
年
目
に
未
踏
の
春
高
バ
レ
�
�
イ
ン

タ
�
ハ
イ
�
国
体
の
連
続
三
冠
を
成
し
遂

げ
た
現
総
監
督
の
河
本
昭
義
氏
に
乞
わ
れ

て
平
成
５
年
に
大
阪
国
際
滝
井
高
校
バ
レ

�
部
監
督
に
就
任
�
そ
し
て
就
任
一
年
目

の
平
成
６
年
春
高
バ
レ
�
優
勝
�
イ
ン
タ

�
ハ
イ
３
位
の
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
た
�

昨
年
の
春
高
バ
レ
�
の
優
勝
は
実
に
13
年

ぶ
り
�
才
﨑
監
督
に
と
�
て
は
二
度
目
の

全
国
一
�
名
将
と
い
え
ど
も
常
に
優
勝
の

金
字
塔
の
重
責
は
重
く
の
し
か
か
る
�
13

年
ぶ
り
の
頂
点
に
も
大
き
な
苦
闘
が
あ
�

た
�
平
成
11
�
12
年

の
春
高
バ
レ
�
に

２
年
連
続
出
場
で
き
な
か
�
た
�
イ
ン
タ

�
ハ
イ
は
出
場
し
て
い
る
�
時
期
�
前
監

督
の
河
本
昭
義
氏
�
Ｖ
リ
�
グ
�
岡
山
シ

�
ガ
ル
ズ
監
督
�
に
総
監
督
と
し
て
の
指

導
を
仰
ぎ
�
チ
�
ム
戦
力
へ
の
テ
コ
入
れ

を
行
な
�
た
�
現
在
�
選
手
の
中
心
は
同

学
園
大
和
田
中
学
校
バ
レ
�
ボ
�
ル
部
か

ら
の
選
手
達
が
要
に
な
�
て
い
る
�
経
験

豊
富
な
選
手
を
中
心
に
構
成
す
る
こ
と
も

常
勝
チ
�
ム
づ
く
り
に
取
り
入
れ
�
常
に

考
え
る
バ
レ
�
を
実
践
�
指
導
し
て
き
た

こ
と
で
チ
�
ム
力
も
ア
�
プ
し
た
�

ふ る さ と 人物紀行すてきな人たち
悲願達成悲願達成 !!　13 年ぶりの夢舞台、3度目の春高バレー優勝　13 年ぶりの夢舞台、3度目の春高バレー優勝 !!
なでしこなでしこSSPIRIPIRITTSS進進化する常勝チーム大阪の誇化する常勝チーム大阪の誇りり!!

［ 大阪国際滝井高等学校バレーボール部 ］

昨年3月25日、「さいたまスーパーアリーナ」で行われた第38回春の高校バレーで前回優勝の宿敵東九州龍谷（大
分）に３対１で快勝、見事13年ぶり3度目の全国制覇を果たした。全国５千のチームの頂点に立った大阪国際滝井
高校、名将といわれる才﨑監督にとって13年前、就任1年目の全国優勝以来、２度目の栄光。「創魂、和に通ず
る心よ育て！」をモットーに日々練習の成果。部員32名全員が今年のインターハイめざして厳しいトレーニング
を重ねている。

栄

光

�

軌

跡

大
阪
国
際
滝
井
高
校
�
�
�
�

�
�
部
�
昭
和
61
年
河
本
昭
義
氏

�
現
�
�
�
�
�
�
�
�
女
子
�

岡
山
�
�
�
�
�
監
督
�
大
阪
国

際
滝
井
女
子
�
�
�
�
�
�
総
監

督
�
�
就
任
�
年
目
�
平
成
�
年

�
�
�
�
�
�
�
�
石
川
国
体
優

勝
�
続
�
平
成
�
年
春
�
高
校
�

�
�
優
勝
�
見
事
�
未
踏
�
連
続

三
冠
�
偉
業
�
達
成
�
�
�
後
才

﨑
哲
次
監
督
�
就
任
一
年
目
�
平

成
�
年
第
25
回
春
高
�
�
�
�
見

事
優
勝
�
常
勝
�
�
�
�
大
阪
国

際
滝
井
�
名
�
全
国
�
知
�
�
�

�
�
�
�
�
昨
年
平
成
19
年
�
月

�
第
38
回
春
高
�
�
�
�
三
度
優

勝
�
全
国
制
覇
�
果
�
�
�
名
実

共
�
全
国
的
�
�
不
動
�
名
門
�

�
�
�
�
�
�
�

第38回春高バレーで優勝した大阪国際滝井高等学校バレーボール部

全
国
�
千
�
大
阪
�
�
百
�
高
校
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
大
阪
�
守
口
�
大
阪
国
際
滝

井
高
等
学
校
�
女
子
�
�
�
�
�
�
部
�
全
国
名
�
�
�
強
豪
�
中
�
�
常
�
�
�
�
�
位
置

�
�
�
国
内
�
�
人
気
�
高
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
登
竜
門
�
�
�
高
校

�
�
�
�
一
躍
脚
光
�
浴
�
�
�
�
�
全
国
�
�
�
�
高
校
�
�
�
�
�
全
国
高
等
学
校
�
�

�
�
�
�
選
抜
優
勝
大
会
��
通
称
�
春
高
�
�
�
��
�
�
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
��
通

称
�
�
�
�
�
�
�
��
高
校
総
体
��
�
�
�
�
�
選
手
�
�
�
青
春
�
賭
�
�
栄
光
�
向
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
猛
練
習
�
励
�
�
�
�
�

名
将
！
才
崎
監
督
に
聞
く

高
校
�
�
�
界
�
名
将
�
言
�
�
�
才
﨑
哲
次
監
督
�
51
才
�
�
�
�
�
昨
年
�
春
高
�
�

�
優
勝
�
格
別
�
�
�
�
�
�
�
�
監
督
就
任
一
年
目
�
春
高
�
�
�
�
頂
点
�
立
�
�
�
�

13
年
�
歳
月
�
常
勝
�
�
�
�
試
練
�
苦
闘
�
乗
�
越
�
�
再
�
全
国
�
頂
点
�
�
決
�
�
飛

�
抜
�
�
選
手
達
�
�
�
�
�
地
元
大
阪
国
際
大
和
田
中
学
校
出
身
者
�
中
心
�
構
成
�
�
�

�
�
力
�
心
�
技
�
補
�
�
�
�
�
学
園
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
部
�
�
理
解
�
支
援
�
才

﨑
監
督
�
中
心
�
選
手
達
�
�
愛
情
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
部
�
伝
統
�
�
�
�
選
手

達
�
育
�
育
�
�
�
�
�
全
国
一
�
�
�
�
�
�
�
�



②

他
に
も
同
校
バ
レ
�
部
か
ら
女
子
Ｖ
リ

�
グ
�
岡
山
シ
�
ガ
ル
ズ
で
活
躍
す
る
Ｏ

Ｇ
も
多
く
常
に
プ
ロ
リ
�
グ
や
地
元
松
下

電
池
工
業
チ
�
ム
と
の
練
習
も
大
き
な
技

術
力
ア
�
プ
に
つ
な
が
�
て
い
る
�
�
高

校
女
子
バ
レ
�
は
現
在
�
全
国
で
も
５
千

チ
�
ム
�
大
阪
で
も
２
百
チ
�
ム
あ
り
ま

す
�
常
に
バ
レ
�
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
�
年
々
強
豪
チ
�
ム
も
輩
出
し
て
い
ま

す
が
�
そ
の
上
を
い
く
こ
と
が
重
要
で
い

か
に
勝
つ
か
が
大
切
�
そ
の
た
め
に
毎
年

選
手
達
の
メ
ン
タ
ル
や
技
術
向
上
を
考
え

て
い
ま
す
�
幸
い
大
阪
国
際
の
バ
レ
�
環

境
は
学
園
挙
げ
て
の
バ
�
ク
ア
�
プ
も
あ

り
�
学
園
理
事
長
か
ら
も
毎
年
激
励
を
戴

い
て
い
ま
す
�
�
と
語
る
才
﨑
監
督
の
監

督
歴
は
16
年
目
�

目
前
に
迫
�
た
イ
ン
タ
�
ハ
イ
へ
向
け

て
選
手
た
ち
を
鼓
舞
す
る
姿
勢
に
�
選
手

達
と
の
信
頼
の
絆
を
感
じ
る
�
年
々
�
人

気
が
高
ま
る
バ
レ
�
ボ
�
ル
も
オ
リ
ン
ピ

�
ク
や
世
界
大
会
�
Ｖ
リ
�
グ
の
発
展
と

共
に
広
ま
�
て
い
る
が
�
純
粋
で
ひ
た
む

き
に
練
習
に
励
む
選
手
達
�
日
々
の
猛
練

習
は
逆
に
彼
女
達
の
人
間
力
を
養
う
場
に

な
�
て
い
る
�
青
春
を
賭
け
て
バ
レ
�
に

打
ち
込
む
選
手
達
へ
の
愛
情
を
も
�
て
の

メ
ン
タ
ル
指
導
も
欠
か
さ
な
い
�
身
長

１
ｍ
74
㎝
が
最
長
で
�
全
国
レ
ベ
ル
で
は

決
し
て
大
型
選
手
は
い
な
い
�
し
か
し
�

大
舞
台
�
春
高
バ
レ
�
優
勝
�
経
験
者
を

中
心
に
�
イ
ン
タ
�
ハ
イ
優
勝
を
目
指
し

て
チ
�
ム
の
猛
練
習
が
続
く
�

６
月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
タ
�
ハ
イ
に
向

け
才
﨑
監
督
の
も
と
部
員
32
名
が
チ
�
ム

一
丸
と
な
�
て
猛
練
習
に
励
ん
で
い
る
�

38
回
春
高
バ
レ
�
優
勝
を
経
験
し
て
い
る

３
年
生
９
名

を
中
心
に
２

年
生
は
12
名
�

１
年
生
は
11

名
�
非
常
に

バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
チ
�

ム
力
で
周
囲

の
期
待
も
高

ま
る
�

イ
ン
タ
�
ハ
イ
へ
向
け
て
の
決
意
を
主

将
�
主
将
三
人
制
�
岩
崎
沙
也
加
さ
ん

（18）

と
伊
東
弓
貴
さ
ん

（18）
に
聞
く
と
�
力
強
く

〝
優
勝
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
！
〟

と
頼

も
し
い
闘
志
に
燃
え
る
言
葉
が
返
�
て
き

た
�
あ
の
憧
れ
の
夢
舞
台
〝
春
高
バ
レ
�
〟

で
全
国
一
の
頂
点
に
立
�
た
貴
重
な
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
信
が
漲
�
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
�
学
園
挙
げ
て
の
支
援
体
制

を
大
き
な
励
み
に
し
て
�
〝
考
え
る
バ
レ

�
〟

を
実
践
す
る

〝
考
え
る
な
で
し
こ
た

ち
〟

の
底
力
は
進
化
し
て
い
る
�

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
へ
頑
張
れ
！
大
阪
国
際
滝
井

試
練
と
苦
闘　

栄
光
の
糧
に

取
材
後
記

毎日約４時間の練習風景
（国際滝井体育館）

H20．バレーボール部の皆さん

昨
年
の
春
高
バ
レ
�
�
大
阪
国
際
滝

井
高
校
女
子
バ
レ
�
部
が
見
事
�
全
国

の
頂
点
に
立
�
た
瞬
間
を
テ
レ
ビ
で
観

た
�
青
春
を
賭
け
て
唯
ひ
た
す
ら
に
栄

光
を
求
め
て
練
習
に
励
み
�
そ
し
て
優

勝
の
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る
彼
女
達
を
思

い
起
こ
し
て
の
取
材
�
６
月
か
ら
８
月

の
イ
ン
タ
�
ハ
イ
へ
向
け
て
練
習
に
励

む
中
で
�
名
将
・
才
﨑
監
督
へ
の
取
材

は
勝
ち
続
け
る
難
し
さ
と
常
勝
へ
あ
く

な
き
挑
戦
す
る
地
道
な
努
力
を
痛
切
に

感
じ
た
��

取
材
・
文
責　

加
藤
忠
広
�

「知を磨き、豊かな心を育む」をスピリッツに凛と
した美しい生徒を育てる大阪国際滝井高等学校

インターハイへの抱負を語る
伊東・岩崎両主将

大阪国際滝井高等学校
バレーボール部監督

才﨑  哲次 さん

�
誇
�
�
�
�
成
績
�

春
高
�
�
�

�

優
勝�
�
�

�
回

�

�
�
�
��

�
回

�
�
�
�
�
�

�

優
勝�
�
�

�
回

�

準
優
勝�
�

�
回

�

�
�
�
��

�
回

国
体

�

優
勝�
�
�

�
回

�

�
�
�
��

�
回



③

平
成
20
年
５
月
26
日
㈪
守
口
ロ
イ
ヤ
ル

パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
39
回
定
時

総
会
が
門
真
税
務
署
長
様
�
㈶
納
税
協
会

連
合
会
常
任
副
会
長
様
�
税
理
士
会
門
真

支
部
長
様
始
め
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

川
城
監
事
よ
り
総
会
資
格
審
査
報
告
が

行
わ
れ
�
彦
惣
会
長
が
議
長
と
な
り
各
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
�

第
一
号
議
案　

議
事
録
署
名
人
選
任
に
関

す
る
件
は
守
口
地
区
の
村
上
光
史
氏
�
門

真
地
区
の
太
治
保
則
氏
の
二
名
が
指
名
さ

れ
�
満
場
異
義
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
�

第
二
号
議
案　

平
成
19
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
�
伊
藤
専
務
理

事
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
な
さ

れ
�
満
場
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
�

第
三
号
議
案　

平
成
19
年
度
収
支
決
算
報

告
承
認
の
件
に
つ
き
ま
し
て
�
伊
藤
専
務

理
事
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
な

さ
れ
�
監
事
よ
り
収
支
決
算
が
適
正
で
あ

る
旨
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
満
場
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
�

第
四
号
議
案　

役
員
一
部
改
選
の
件
に
つ

き
ま
し
て
は
�
別
紙
資
料
に
基
づ
き
�
伊

藤
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
�
満
場

異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
�

ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
の
激
励
と
協
力
ヘ

の
挨
拶
が
な
さ
れ
無
事
終
了
し
ま
し
た
�

総
会
終
了
後
�
今
回
の
総
会
に
於
い
て

退
任
さ
れ
ま
す
役
員
�
桂
田
幸
三
郎
氏
�
�

納
税
協
会
の
財
政
基
盤
の
拡
充
に
功
労
さ

れ
た
企
業
�
大
同
生
命
保
険
㈱
大
阪
中
央

支
社
様
�
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
関
西
営
業
本

部
様
�
に
彦
惣
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
�

引
き
続
き
�
大
阪
国
税
局
長
感
謝
状
の

伝
達
並
び
に
門
真
税
務
署
長
感
謝
状
の
贈

呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
�

◇
受
贈
さ
れ
た
方
々
で
す
�

�
順
不
同
・
敬
称
略
�

◎　

大
阪
国
税
局
長
感
謝
状

㈳
門
真
納
税
協
会
広
報
部
会

桂
田　

幸
三
郎

◎　

門
真
税
務
署
長
感
謝
状

㈳
大
東
・
四
條
畷
医
師
会

乾　
　

治
男　
　

元
古　

隆
司

平
井　
　

治　
　

梶
川　

強
士

中
井　

利
幸　
　

松
井　

一
雄

【
第
三
十
九
回　

定
時
総
会
開
催
】

�

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
並
�
�

収
支
決
算
報
告
承
認
�
�
��

組
織
強
化
と
事
業
内
容
の
充
実
を
！

－ 盛会に行われた第39回定時総会 －

科　　　目 平成19年度決算額 平成20年度予算額

〔収支決算書及び予算書（要旨）〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）

Ⅰ. 事業活動収入の部 

1. 事業活動収入 93,631,301 89,790,000

2. 事業活動支出 97,033,391 84,888,000

　 事業活動収支差額 △ 3,402,090 4,902,000

Ⅱ. 投資活動収支の部 

1. 投資活動収入 5,203,124 0

2. 投資活動支出 1,150,000 4,700,000

　 投資活動収支差額 4,053,124 △ 4,700,000

Ⅲ. 財務活動収支の部 

1. 財務活動収入 0 0

2. 財務活動支出 0 0

Ⅳ. 予備費支出 …… 1,615,693

　 当期収支差額 651,034 △ 1,413,693

　 前期繰越収支差額 762,659 1,413,693

　 次期繰越収支差額 1,413,693 0

協会長より感謝状の贈呈

署長より感謝状の贈呈



④

所
得
税
�
予
定
納
税�
第
一
期
分
�

�
�

納
期
限
�
�
月
31
日
㈭㈭
�
��
�

�
�
�
�

�
忘
�
�
�

税
務
署
�
�

�
通
知
書
�
�
�
�
�

今
年
�
予
定
納
税
の
対
象
と
な
る
人
に

は
６
月
中
旬
頃
に
�
税
務
署
か
ら
�
予
定

納
税
額
の
通
知
書
�
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま

す
�こ

の
通
知
書
に
は
予
定
納
税
基
準
額
と

第
１
期
分
・
第
２
期
分
の
予
定
納
税
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
�

な
お
�
Ｈ
19
年
分
の
所
得
税
の
申
告
納

税
額
が
15
万
円
未
満
の
人
は
�
予
定
納

税
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
�

第
�
期
分
�
納
期
�

�
月
�
日
�
�
月
31
日
�
�

平
成
20
年
分
所
得
税
予
定
納
税
第
１
期

分
の
納
期
限
は
�
７
月
31
日
㈭
で
す
�

振
替
納
税
を
利
用
し
て
納
税
さ
れ
る
人

は
�
指
定
口
座
の
預
金
残
高
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
�
そ
う
で
な
い
人
は
�
税
務
署

か
ら
通
知
さ
れ
た
納
付
書
に
現
金
を
添
え

て
金
融
機
関
�
郵
便
局
�
税
務
署
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
�

納
付
が
遅
れ
る
と
�
８
月
１
日
�
９
月

30
日
ま
で
の
期
間
は
4.7
％
�
平
成
20
年
分

の
軽
減
率
�
�
そ
れ
以
後
の
期
間
は
年
14
�

6
％
の
割
合
で
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
�

減
額
申
請
�

�
月
15
日
㈫
�
�
�

今
年
の
申
告
納
税
見
積
額
が
�
税
務
署

か
ら
通
知
さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ
り

も
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
�
廃
業
�
休

業
�
業
績
不
振
�
控
除
額
の
増
加
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
�
は
�
予
定
納

税
額
の
減
額
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
�

７
月
15
日
ま
で
に
�
予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
�
に
申
告
納
税
見
積
額
な
ど
を

記
入
し
て
�
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
�

予

定

納

税

�

�…

所
得
税
は
�
納
税
者
自
ら
が
１
年
間
の

所
得
と
税
額
を
計
算
し
�
翌
年
２
月
16
日

か
ら
３
月
15
日
ま
で
に
確
定
申
告
を
し
て

納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
�

し
か
し
�
納
税
者
に
と
�
て
一
度
に
納

付
す
る
こ
と
は
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
�
前
年
に
一
定
の
所
得
が
あ
�

た
人
に
つ
い
て
は
�
本
年
も
前
年
と
同
様

の
所
得
が
あ
る
も
の
と
仮
定
し
て
納
税
見

込
額
を
算
出
し
そ
の
３
分
の
１
ず
つ
を
そ

の
年
の
７
月
と
11
月
に
納
め
�
確
定
申
告

時
に
精
算
す
る
こ
と
と
な
�
て
い
ま
す
�

税だより

＝ 税についての中学生・高校生の作文募集 ＝

高 校 生 の 税 の 作 文 中 学 生 の 税 の 作 文

★応募資格　高校生

★テ ー マ　内容が税に関するもの

　〈例〉

１　税や税務署についての意見

２　税に関して学習したことについての意見

や感想

３　税務署や公共的な施設を見学したことが

あればその体験や印象

４　税についての家族の体験談や周りの方の

話を聞いて、自分が考えたこと

★応募数及び字数　一人１編、字数は2,000字程度

★応募方法　作文の冒頭に①作文の題名②氏名

③学校名④学年を、末尾に⑤応募

者の住所⑥学校の所在地を記入の

上、もよりの税務署（総務課）へ

★締 切 り　平成 20 年 9 月 8 日 ㈪

★表 彰 等　応募された方には参加賞を、また

優秀作品には賞状と記念品を贈呈

します。

★お問い合せ　門真税務署総務課

　　　　　　　℡ 0 6 - 6 9 0 9 - 0 1 8 1

★応募資格 中学生

★テ ー マ 「税」について

題材は自由。内容が税に関するもの

であれば、なんでも構いません。

★用　　紙 原稿用紙（400字詰め）3枚1200字以内

★応募方法 作文のはじめに学校名・学年・氏

名を明記して、所属の学校を経て、

地域の納税貯蓄組合連合会へ提出

してください。

★締 切 り 平成 20 年 9 月 5 日 ㈮

★表 彰 等 応募された方には参加賞を、また

優秀作品には賞状と記念品を贈呈

します。

★主 催 等 国税庁・全国納税貯蓄組合連合会

★お問い合せ先

 〒571-0045
 　門真市殿島町 8-10

 　　㈳門真納税協会内

 　門真税務署管内納税貯蓄組合連合会

　　　　　　　　　℡ 0 6 - 6 9 0 8 - 0 6 3 1



⑤

現
在
�
ザ･

カ
レ
�
ジ
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

管
弦
楽
団
の
ク
ラ
リ
ネ
�
ト
奏
者
と
し
て

活
躍
中
の
吉
延
勝
也
さ
ん
は
�
守
口
市
在

住
で
音
楽
家
を
志
す
き
�
か
け
も
守
口
市

ジ
�
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
ク
ラ
リ
ネ
�

ト
と
の
出
会
い
か
ら
�
父
の
吉
延
豊
丘
氏

は
備
前
焼
の
陶
芸
家
と
し
て
知
ら
れ
�
勝

也
さ
ん
の
夫
人
も
大
阪
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ

科
講
師
で
活
躍
�
文
字
通
り
の
芸
術
一
家
�

吉
延
さ
ん
が
本
格
的
に
音
楽
の
道
に
入

�
た
の
は
�
大
阪
音
楽
大
学
で
学
び
�
そ

の
後
�
ク
ラ
シ
�
ク
音
楽
の
聖
地
と
い
わ

れ
る
ド
イ
ツ
ミ
�
ン
ヘ
ン
国
立
音
楽
大
学

に
留
学
し
た
こ
と
�
世
界
の
音
楽
の
異
質

の
魂
に
触
れ
�
数
多
く
の
音
楽
人
と
の
出

会
い
が
吉
延
さ
ん
の
音
楽
人
生
に
大
き
な

刺
激
と
な
り
そ
し
て
糧
と
な
�
た
�

帰
国
後
は
母
校
の
大
阪
音
楽
大
学
講
師

と
し
て
�
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
な
が
ら

精
力
的
に
各
地
で
の
演
奏
活
動
を
行
�
て

き
た
�
現
在
は
関
西
を
中
心
に
ソ
ロ
�
室

内
楽
�
オ
�
ケ
ス
ト
ラ
奏
者
と
し
て
活
躍

す
る
一
方
�
�
ザ
・
カ
レ
�
ジ
・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
�
の
専
属
管
弦
楽
団
と
し
て
１
９

８
８
年
に
結
成
さ
れ
た
大
阪
の
ク
ラ
シ
�

ク
界
の
五
指
に
入
る
管
弦
楽
団
の
ク
ラ
リ

ネ
�
ト
奏
者
と
し
て
も
活
躍
中
�

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
道
へ

今
�
吉
延
さ
ん
は
音
楽
活
動
の
場
を
様

々
な
形
で
広
げ
�
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
�

最
近
で
は
�
地
元
守
口
の
子
供
た
ち
を
対

象
に
最
高
の
音
楽
を
聞
い
て
素
晴
ら
し
い

感
動
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
�
全

国
か
ら
プ
ロ
の
奏
者
を
守
口
に
招
い
て
�

親
子
で
触
れ
合
う
コ
ン
サ
�
ト
と
し
て
�

こ
の
夏
８
／
20
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
�

ト
を
守
口
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
�
�
ム
�

ブ
21
�
で
開
催
予
定
�

�
様
々
な
形
で
ク
ラ
シ
�
ク
音
楽
の
普

及
と
枠
を
越
え
た
音
楽
プ
ロ
デ
�
�
ス
を

し
て
み
た
い
と
思
�
て
い
ま
す
�
と
こ
れ

か
ら
の
音
楽
活
動
へ
の
抱
負
を
語
る
吉
延

さ
ん
は
�
ク
ラ
シ
�
ク
界
の
裾
野
を
広
げ
�

後
進
の
育
成
の
場
を
広
げ
て
い
く
活
動
の

場
が
必
要
と
訴
え
る
�
行
政
主
導
の
公
共

施
設
で
の
開
催
も
予
算
削
減
で
厳
し
い
状

況
�
是
非
企
業
や
市
民
の
理
解
を
得
て
�

�
商
業
ベ
�
ス
で
な
く
�
純
粋
な
音
楽
活

動
を
専
門
的
に
や
�
て
み
た
い
で
す
ね
�

と
�
意
欲
に
満
ち
て
い
る
�

育
�
�育
�
�
�
音
楽
�
伝
道

ク
ラ
リ
ネ
�
ト
奏
者

吉
延
勝
也
さ
ん

（46）

クラリネット奏者

吉延勝也 さん

協会広報の取材で地元守口の音楽
と文化への思いを語る吉延さん

夫人とウィーン旅行中にお会いし
た世界的指揮者小澤征爾さんと

10数年来の友人、ベルリンフィル
首席クラリネット奏者フックス邸
にて

【吉延 勝也氏プロフィール】
１ ９６２年３月生まれ。 守口市在住。

小学五年に守口市ジュニアブラスバ

ンドでクラリネットに出会い、 大阪音

楽大学入学。 その後、 ドイツミュンヘ

ン国立音楽大学に留学。 帰国後母

校音大講師として後進の指導。 現在、

関西を中心にソロ、 室内楽、 オーケ

ストラ奏者として活動。 現在、 ザ･カ

レッジオペラハウス管弦楽団のクラリ

ネット奏者として活躍中。



⑥

らうんじ

「 宇 宙 英 雄 　
ローダン・シリーズ」

早川書房 発行

門
真
税
務
署

　

個
人
課
税
第
六
部
門

　
　

統
括
国
税
調
査
官

大

島

幸

雄

�
私
の
一
冊
�
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
か
も
�
と
思
い
な
が
ら
も
こ
の
シ
リ

�
ズ
に
し
ま
し
た
�

こ
の
本
と
は
�
30
年
以
上
前
に
出
会
い
そ

れ
か
ら
今
ま
で
の
付
き
合
い
に
な
り
�
こ
れ

か
ら
も
当
分
付
き
合
�
て
い
き
た
い
と
思
�

て
い
ま
す
�

題
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
Ｓ
Ｆ
小
説
で
�

ド
イ
ツ
原
作
も
の
を
�
昔
は
一
人
が
翻
訳
を

し
て
い
ま
し
た
が
�
亡
く
な
�
た
あ
と
�
翻

訳
家
集
団
で
刊
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

Ｓ
Ｆ
の
も
つ
�
時
空
を
超
え
・
超
能
力
を

発
揮
し
大
宇
宙
の
中
で
ペ
リ
�
ロ
�
ダ
ン
を

は
じ
め
人
類
が
活
躍
す
る
科
学
と
冒
険
あ
ふ

れ
る
�
そ
ん
な
肩
の
こ
ら
な
い
�
ほ
�
と
で

き
る
シ
リ
�
ズ
で
す
�

今
年
１
月
の
シ
リ
�
ズ
３
４
３
冊
の
�
あ
と

が
き
�
に
は
��
ド
イ
ツ
で
は
第
２
４
０
０
話

が
刊
行
さ
れ
た
�
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

ド
イ
ツ
で
は
�
毎
週
１
話
が
刊
行
さ
れ
�

日
本
で
は
２
話
を
１
冊
に
し
て
年
間
10
冊
程

度
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
�

こ
の
ペ
�
ス
で
１
２
０
０
冊
刊
行
に
は
何

年
か
か
る
か…

�

何
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
�
そ
れ
で
も
読

ん
で
見
た
い
読
み
続
け
て
も
�
終
わ
り
ま
で

読
め
な
い
�

そ
れ
で
も
読
ん
で
い
る
��
そ
ん
な
本
が
あ

�
て
も
い
い
な
�
と
思
�
て
い
ま
す
�

好
奇
心
が
強
く
色
ん
な
事
に
手
を
出
し

て
い
る
が
�
全
部
�
中
途
半
端
に
な
�
て

い
る
�

主
な
も
の
を
順
不
同
で
挙
げ
て
み
る
と
�

○ 

登
山

中
学
三
年
生
の
夏
�
北
ア
ル
プ
ス
後
立

山
連
峰
に
行
�
た
の
が
始
ま
り
で
�
毎
週

の
よ
う
に
近
隣
の
山
に
行
き
�
た
ま
に
は

ア
ル
プ
ス
に
も
出
か
け
て
い
た
�
し
か
し
�

い
つ
も
単
独
行
な
の
で
�
結
婚
後
は
家
庭

の
こ
と
も
考
え
�
年
に
数
回
�
六
甲
山
に

行
く
程
度
に
な
�
て
い
る
�

○ 

釣
海
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
�
自
転

車
で
十
五
分
程
度
�
�
少
し
の
間
�
自
称
漁

師
を
し
て
い
た
�
休
み
の
夕
方
�
腰
に
振

り
出
し
竿
を
携
え
�
冷
凍
エ
ビ
を
餌
に
�

酒
の
あ
て
程
度
は
釣
�
て
い
た
�
し
か
し
�

海
が
汚
れ
釣
果
が
減
り
�
最
近
は
た
ま
に

船
で
出
か
け
る
程
度
に
な
�
た
が
�
基
礎

が
出
来
て
い
る
の
で
坊
主
は
な
い
�

○ 

映
画
鑑
賞

税
大
�
枚
方
研
修
所
�
の
頃
�
リ
バ
イ

バ
ル
の
三
本
立
て
を
中
心
に
�
週
末
は
映

画
館
に
入
り
浸
り
�
年
百
本
は
見
て
い
た
�

そ
の
後
�
封
切
り
は
比
較
的
チ
�
�
ク
し

て
い
た
が
�
彼
女
と
見
に
行
く
よ
う
に
な

る
と
映
画
に
集
中
で
き
な
く
な
�
た
こ
と

な
ど
か
ら
数
が
減
り
始
め
�
子
供
と
ド
ラ

え
も
ん
を
見
に
行
�
た
以
降
�
専
ら
外
人

で
も
日
本
語
を
し
�
べ
る
テ
レ
ビ
で
済
ま

す
よ
う
に
な
�
た
�

で
も
�
銀
幕
の
魅
力
は
忘
れ
な
い
�

○ 

ギ
タ
�
・
ウ
ク
レ
レ

十
代
の
頃
フ
�
�
ク
ギ
タ
�
を
覚
え
�

周
囲
の
迷
惑
も
顧
み
ず
大
声
で
歌
�
て
い

た
�
一
時
中
断
し
て
い
た
が
�
四
十
歳
も

半
ば
を
過
ぎ
た
頃
ク
ラ
�
シ
�
ク
ギ
タ
�

に
鞍
替
え
し
た
�
し
か
し
�
音
符
が
な
か

な
か
読
め
な
い
こ
と
�
指
が
比
較
的
短
い

こ
と
な
ど
か
ら
�
全
く
上
達
し
て
い
な
い
�

ウ
ク
レ
レ
な
ら
と
思
�
て
始
め
て
み
た
が

こ
れ
も
奥
が
深
い
�

○ 

天
体
観
測

和
歌
山
県
の
粉
河
署
で
単
身
赴
任
し
て

い
た
頃
�
星
が
き
れ
い
な
の
で
�
天
体
望

遠
鏡
を
買
�
た
�
季
節
の
主
な
星
座
は
少

し
わ
か
る
が
�
難
し
い
話
は
で
き
な
い
�

現
在
�
明
石
天
文
科
学
館
の
会
員
を
し
て

い
る
が
�
た
ま
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見

て
�
明
け
方
に
映
し
出
さ
れ
る
流
れ
星
に

お
願
い
す
る
程
度
�

○ 

写
経

何
の
心
境
の
変
化
か
�
人
に
勧
め
ら
れ

て
八
年
近
く
に
な
る
�
正
座
と
書
道
の
練

習
も
兼
ね
�
千
巻
を
目
標
に
し
て
書
き
続

け
て
い
る
が
�
週
一
巻
の
ペ
�
ス
な
の
で
�

あ
と
十
年
近
く
は
か
か
る
予
定
�
雑
誌
の

広
告
で
は
心
が
落
ち
着
き
�
願
い
が
叶
う

そ
う
だ
が
�
結
果
は
求
め
て
い
な
い
�

○ 

ス
ケ
�
チ

東
京
で
単
身
赴
任
し
て
い
る
と
き
�
水

彩
画
を
始
め
た
�
山
や
近
く
に
出
か
け
た

と
き
に
描
い
て
い
た
が
�
一
人
歩
き
の
機

会
が
減
り
�
今
で
は
少
し
絵
の
具
が
固
ま

り
始
め
て
い
る
�
し
か
し
�
家
で
は
ピ
カ

ソ
の
絵
の
横
に
自
作
を
飾
�
て
自
慢
し
て

い
る
�

○ 

呼
吸
法

最
近
ブ
�
ム
に
な
�
て
い
る
よ
う
だ
が
�

始
め
て
三
十
年
近
く
に
な
る
�
姿
勢
を
正

し
集
中
す
る
と
一
分
間
の
呼
吸
が
五
回
程

度
�
通
常
は
十
五
回
程
度
�
に
な
り
気
持

ち
が
落
ち
着
く
�
呼
吸
は
死
ぬ
ま
で
止
め

ら
れ
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
と
思

う
�

○ 

剣
道

週
二
回
は
道
場
に
通
う
よ
う
心
掛
け
て

い
る
�
少
し
ま
し
に
続
け
て
い
る
の
は
こ

れ
く
ら
い
�
た
ま
に
夢
の
中
で
も
稽
古
し

て
い
る
よ
う
だ
が
�
先
日
�
昇
段
審
査
に

落
ち
た
�
審
査
会
で
は
八
十
歳
を
超
え
た

方
も
挑
戦
を
続
け
て
お
ら
れ
た
�
�
千
日

の
稽
古
を
鍛
と
し
�
万
日
の
稽
古
を
錬
と

す
�
�
と
宮
本
武
蔵
も
言
�
て
い
る
�
ま

だ
ま
だ
修
行
が
足
ら
な
い
�

我
な
が
ら
気
が
多
い
と
思
う
�
し
か
し
�

ま
だ
�
こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
と
思
�

て
い
る
も
の
も
あ
る
�

�
継
続
は
力
な
り
�
�
ま
だ
ま
だ
道
程

は
遠
い
が
�
そ
ん
な
話
を
す
る
と
家
族
は

も
う
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
�

継
続
は
力
な
り

門

真

税

務

署 

�

副

署

長　

柴
田
裕
之



⑦

管内

�
�
�
�
料
理
自
慢
味
紀
行�
�
守

口

編
�64

気
軽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
専
門
店
�
�
�
�
�
�
�
�
�

評
判
�
�
�･

�
�･

�
�
�
�
�
手
作
� 

抜
群
�
味
�
人
気
�

京
阪
電
車
滝
井
駅
か
ら
徒
歩
２
分
�
閑

静
な
滝
井
の
住
宅
街
に
あ
る
パ
ス
タ
料
理

の
店
�
パ
ス
タ　

フ
�
リ
�
チ
�
�
�
店

主
岡
崎
勝
さ
ん
�
は
�
定
番
の
パ
ス
タ
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ス
タ
・
ピ
ザ
全
て
が

手
作
り
の
味
�
常
連
客
は
も
と
よ
り
�
パ

ス
タ
・
ピ
ザ
愛
好
者
が
聞
き
つ
け
て
通
う

評
判
の
店
�
店
内
は
淡
い
黄
色
を
基
調
と

し
た
壁
と
木
の
温
も
り
が
居
心
地
よ
く
�

加
え
て
オ
�
ナ
�
シ
�
フ
の
岡
崎
さ
ん
の

料
理
へ
の
こ
だ
わ
り
と
ア
�
ト
ホ
�
ム
な

雰
囲
気
も
人
気
の
秘
密
�
中
学
時
代
よ
り

料
理
人
に
惹
か
れ
て
日
本
調
理
師
学
校
を

経
て
�
パ
ン
屋
さ
ん
始
め
�
数
々
の
仕
事

を
経
て
奥
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
念
願
の
パ

ス
タ
店
を
02
年
11
月
に
開
店
�
聞
け
ば
奥

さ
ん
の
実
家
の
縁
で
滝
井
に
�
閑
静
な
街

の
中
で
の
パ
ス
タ
店
の
こ
だ
わ
り
も
強
く
�

苦
難
の
連
続
だ
�
た
が
�
口
コ
ミ
で
味
が

評
判
に
な
り
徐
々
に
常
連
も
増
え
�
今
で

は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
夜
の
ラ
イ
ブ
�
歓
送

会
�
新
年
�
忘
年
会
時
期
に
は
貸
し
切
り

客
も
多
い
�
気
軽
に
オ
�
ダ
�
で
き
る
手

作
り
の
パ
ス
タ
や
ピ
ザ
の
他
�
フ
�
ミ
リ

�
向
け
�
パ
�
テ
�
�
向
け
の
多
彩
な
メ

ニ
�
�
も
人
気
�
勿
論
一
人
で
ブ
ラ
�
と

行
く
の
も
Ｏ
Ｋ
�
昼
は
日
替
わ
り
パ
ス
タ

ラ
ン
チ
�
８
０
０
円
�
パ
ン
飲
み
物
付
�

パ
ス
タ
セ
�
ト
�
サ
ラ
ダ
�
ス
�
プ
�
好

き
な
パ
ス
タ
�
ド
リ
ン
ク
�
ド
ル
チ
�
３

品
�
が
人
気
�
夜
は
各
種
セ
�
ト
メ
ニ
�
�
�

シ
�
フ
自
慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
い
づ

れ
も
お
手
頃
価
格
で
味
わ
え
る
の
が
嬉
し

い
�
そ
し
て
�
シ
�
フ
の
人
柄
も
最
高
！

シ
�
フ
の
料
理
の
こ
だ
わ
り
は
オ
�
プ

ン
キ
�
チ
ン
に
�
実
際
に
オ
�
ダ
�
し
た

料
理
を
調
理
現
場
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
�

お
客
様
の
好
き
嫌
い
も
わ
か
る
と
い
う
岡

崎
さ
ん
は
�
ご
縁
を
大
切
に
が
モ
�
ト
�
�

美
味
し
い
料
理
を
食
べ
て
満
足
し
て
戴
く

の
が
料
理
人
の
一
番
の
喜
び
で
す
�
と
語

る
だ
け
に
料
理
に
か
け
る
愛
情
も
人
一

倍
！
因
み
に
お
店
を
支
え
て
く
れ
た
薫
夫

人
に
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
な
い
人
情
シ
�

フ
�是

非
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
�

【 聞 き 手 】

守口地区 広報部会

副部会長 竹之下三生
運営委員 濵上　知之
　 〃 　 袰川　　完
　 〃 　 村上　光史

イタリア料理

パスタ フェリーチェ
オーナーシェフ

岡 崎　勝さん(42)

�
�
�
�
�
�
�
�
直
輸
入

イ タ リ ア 料 理

【 パスタ フェリーチェ 】
住所：守口市梅園町 １１－２

（京阪本線　滝井駅徒歩２分）
電話：０６－６９９８－０２９８
営業時間 : 11:30～14:00 18:00～22:00

定 休 日 :火曜日夜　第２・第４日曜日

店長手作りの木の温もりの感じる店内

海老のピリ辛トマトソース
温玉のせ

新 入 会 員 勧 奨

会員の皆様には、 未加入者の新規加入推進をお
願い致します。

◇協会に加入されますと

税に関する最新情報･各種研究会･無料税務相談･

法律相談･内外税務研修等に参加できます。

 Ｔ Ｅ Ｌ　0 6 － 6 9 0 8 － 0 6 3 1
 ＦＡＸ　0 6 － 6 9 0 8 － 4 8 7 2

 納税協会ホームページＵＲＬ
 http://www.nouzeikyokai.or.jp

広
報
部
会
�
�
�
�

東
坂�   

巌 
(

大
東
� 

伊
泊 

鉄
夫 

�
大
東
�

竹
之
下
三
生
�
守
口
� 

加
藤 

忠
広 

�
門
真
�

藤
本 

和
俊 

�
大
東
� 

今
平 

泰
宏 

�
四
條
畷

�

濵
上 

知
之 

�
守
口
� 

袰
川�   

完 

�
守
口
�

津
田 

英
人 

�
守
口
��

村
上 

光
史 

�
守
口
� 

田
中
敬
市
郎 

�
門
真
��

中
園 

隆
一 

�
門
真
� 

西
川 

亮
彦 

�
門
真
��

中
西 

正
憲 

�
門
真
�

中
島 

達
男 

�
大
東
� 

田
中 

康
博 

�
大
東
�

中
原�   

毅 

�
大
東
� 

中
村 

真
也 

�
大
東
� 

川
西 

勝
久 

�
四
條
畷

� 

川
本 

佳
二 

�
四
條
畷

� 

山
地 

隆
行 

�
四
條
畷

� 

梶
川 

良
一 

�
四
條
畷

� 

本
紙
に
関
す
る
ご
意
見･

ご
要
望
は

広
報
部
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



⑧

守
口
市
の
南
端
�
鶴
見
緑
地
の
北
側
に

位
置
す
る
守
口
市
営
の
世
木
公
園
釣
り
池

は
’90
年
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
開
催
時
の
�

シ
�
ト
ル
バ
ス
停
留
所
の
跡
地
に
平
成
５

年
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
計
る
た
め
池
と

噴
水
が
テ
�
マ
の
親
水
公
園
が
誕
生
し

た
�守

口
市
民
の
た
め
の
体
験
池
を
併
設
し

た
公
園
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
当
初

は
鑑
賞
池
の
予
定
が
下
水
処
理
の
関
係
か

ら
環
境
を
重
視
し
て
釣
り
池
と
な
�
た
�

今
で
は
都
心
部
唯
一
の
釣
り
池
と
し
て

地
元
市
民
は
も
と
よ
り
府
下
か
ら
も
釣
り

を
楽
し
む
愛
好
家
に
親
し
ま
れ
て
お
り
入

園
者
は
年
間
一
万
人
以
上
�

釣
り
池
は
直
径
30
ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
が
特

徴
�
水
全
体
が
回
り
�
最
深
部
は
1.8
ｍ
�

釣
り
池
の
魚
は
ヘ
ラ
ブ
ナ
約
３
千
匹
以
上
�

水
の
浄
化
に
鯉
も
放
魚
�
因
み
に
フ
ナ
は

河
内
フ
ナ
の
養
魚
が
使
用
さ
れ
�
初
心
者

か
ら
年
配
の
常
連
の
人
ま
で
幅
広
い
釣
り

の
愛
好
者
が
日
々
楽
し
ん
で
い
る
�
公
営

の
釣
り
池
だ
け
に
料
金
が
安
い
の
も
嬉
し

い
�
釣
り
を
楽
し
む
人
は
�
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
�

緑
地
公
園
隣
接

釣
�
�
楽
�
�
�
水
�
公
園

現
在
�
釣
り
池
を

守
口
市
の
委
託
を
受

け
管
理
し
て
い
る
の

は
守
口
在
住
で
㈶
日

本
釣
堀
振
興
会
理
事

を
さ
れ
て
い
る
澤
田

守
弘
さ
ん

（78）
�
池
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在

ま
で
の
15
年
間
ヘ
ラ
ブ
ナ
の
管
理
を
中
心

に
釣
り
池
全
般
の
管
理
運
営
に
あ
た
り
�

全
て
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
人
で
�
池
の

清
掃
か
ら
釣
り
人
の
世
話
�
稚
魚
の
買
い

つ
け
と
運
営
管
理
に
尽
力
�
�
大
阪
府
下

で
も
７
�
８
軒
の
釣
り
池
が
あ
り
ま
す
が

い
ず
れ
も
自
然
池
が
多
く
�
都
心
部
の
釣

り
池
は
こ
こ
だ
け
�
利
用
者
の
方
に
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ば
�
と
�
ま
た
�
釣
り
の
専

門
家
の
立
場
か
ら
は
�
予
算
が
あ
れ
ば
養

魚
を
増
や
し
た
い
�
と
釣
り
人
へ
の
想
い

も
強
い
�
鶴
見
緑
地
公
園
隣
接
の
釣
り
池

の
あ
る
世
木
公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
定
着
し
て
い
る
�

管内

名所百景

〈 守 口 編 〉84

都
会
の
オ
ア
シ
ス
！

都
会
の
オ
ア
シ
ス
！  

水
が
テ
ー
マ
の
公
園

水
が
テ
ー
マ
の
公
園

都
心
部
で
唯
一
の
釣
り
池

都
心
部
で
唯
一
の
釣
り
池  

憩
い
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
！

憩
い
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
！

環
境
保
全
と
福
祉
の
増
進
に

環
境
保
全
と
福
祉
の
増
進
に  

市
営
の
釣
り
池

市
営
の
釣
り
池

【 世 木 公 園 釣 り 池 】
住所：守口市南寺方東通４-２７-８
電話：０６－６９９４－７５５５
開設時間：AM７：３０～PM４：００
休 園 日：火曜日（祝日に当たる場合は翌日）

　　　　　年末年始

澤田守弘さん

釣り竿、エサなど用具一式持参で楽しむ
（使用料守口市民：大人１日1,000円 

半日  600円）

西三荘ゆとり道の南の端
花博記念公園入口東側に釣り池がある

澤田さんと広報部会守口地区役員

表
紙
�
写
真

日
本
三
景　

名
勝　

松
島

撮
影　

竹
之
下 

三
生

今
回
の
税
務
研
修
旅
行
で
の
一

コ
マ
で
す
�

み
ち
の
く
を
代
表
す
る
名
勝
松

島
が
�
宮
島
��
天
橋
立
�
と
並
び

日
本
三
景
の
一
つ
と
言
わ
れ
た
の

は
１
７
１
４
年
ご
ろ
�

芭
蕉
が
詠
ん
だ
句
と
言
わ
れ
る

�
松
島
や
あ
あ
松
島
や
松
島
や
�

は
�
後
に
で
き
た
逸
説
の
よ
う
で

す
�

Ｈ2 0．6．1 現在（　　　）内は  Ｈ 1 9．6．1

　区　　分 法人会員  個人会員 

守 口 地 区 724 （762） 687 （709）

門 真 地 区 609 （642） 945 （972）

大 東 地 区 494 （498） 545 （551）

四條畷地区 162 （171） 358 （364）

管 　 　 外 16 （17） 98 （104）

合 　 　 計 2,005 （2,090） 2,633 （2,700）

社 人

《会 員 状 況》

世木公園

 釣 り 池  
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○
法
人
会
員
の
部

㈱
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
お
い
す
か
�
た 

 

守
口
市
金
田
町

特
定
非
営
利
活
動
法
人 
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

守
口
市
梅
町

㈱
�
�
�
�
�
�
�
� 

守
口
市
東
郷
通

三
洋
機
工
㈱ 

守
口
市
竜
田
通

㈱
倉
野
製
作
所 

守
口
市
大
久
保
町

近
藤
建
設
工
業
㈱ 

守
口
市
京
阪
本
通

森
田
ラ
イ
ト
工
業
㈱ 

守
口
市
京
阪
本
通

㈲
福
富
鉄
筋
興
業 

守
口
市
佐
太
中
町

㈲
テ
ク
ノ
ユ
ニ
オ
ン 

門
真
市
栄
町

中
井
制
服
㈱ 

門
真
市
城
垣
町

㈲
海
幸 

大
東
市
赤
井

㈲
成
吉
組 

大
東
市
深
野

(宗)
称
迎
寺 

大
東
市
龍
間

カ
ナ
エ
鋼
材
㈲ 

大
東
市
御
領

ジ
�
プ
ラ
�
ク
ス
㈱ 

交
野
市
星
田
北

〇
個
人
会
員
の
部

総
合
�
�
�
�
�
山
装 

守
口
市
大
久
保
町

シ
ロ
守
口
店 

守
口
市
春
日
町

ビ
�
ク
コ
ア 

守
口
市
南
寺
方
南
通

交
野
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
�
ビ
ス

 

守
口
市
藤
田
町

オ
カ
モ
ト
米
酒
店 

守
口
市
大
久
保
町

奈　

美 

守
口
市
京
阪
本
通

荒
尾
税
理
士
事
務
所 

守
口
市
大
枝
東
町

森
本
建
設
設
計
事
務
所 

守
口
市
桜
町

片
岡
園
芸
サ
�
ビ
ス 

門
真
市
沖
町

ア
カ
ツ
キ
工
業
所 

門
真
市
幸
福
町

蓮
華
堂 

門
真
市
宮
野
町

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｏ
電
子
楽
器
サ
�
ビ
ス

 

大
東
市
北
条

吉
田
ギ
タ
� 

四
條
畷
市
清
滝
中
町

辻
本
法
律
特
許
事
務
所 

大
阪
市
中
央
区

鈴
木
哲
事
務
所 

大
阪
市
旭
区

第
25
回
海
外
税
務
研
修
の
開
催

日 

時　

平
成
20
年
９
月
17
日
㈬

�
９
月
24
日
㈬

ロ
シ
ア
８
日
間

訪
問
先　

モ
ス
ク
ワ

　
　
　
　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

利
用
予
定
航
空
機　

大
韓
航
空

参
加
費
用　

３
９
２
�
０
０
０
円

別
途
�
燃
油
サ
�
チ
�
�
ジ
�
空
港
税
�

ロ
シ
ア
査
証
等
必
要

募
集
人
員　

40
名

�
但
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
�
�

新
入
会
員
�
�
紹
介

�
      

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
平
成
20
年
1
月
�
6
月
�

�
広

報

�

�

�

�

平
成
20
年
５
月
26
日
㈪
守
口
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
39
回
定
時
総
会
に
於
き
ま
し
て
�
大
阪
国
税
局
長
感
謝
状
の
伝
達
並
び
に
門
真
税

務
署
長
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
�
当
広
報
部
会
に
大
阪
国
税
局
長
感
謝
状
が
門

真
税
務
署
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
�

門真税務署長より感謝状を受贈される東坂広報部会長

協会長・税務署長と共に受彰を喜ぶ広報部会役員

第20回なにわ淀川花火大会

会員交流会の開催

（昨年度の風景）

日　時　平成 20 年 8 月 9 日 ㈯

会　場　十三会場

会　費　大人 ７，０００円

　　　　子供 ３，０００円

内　容　入場券（お弁当・お茶）

　　　　お飲み物付等

定　員　２００名
（但し、定員になり次第締切ります。）

※　詳しくは、同封の案内書
をご覧下さい。



⑩

�
総
務
部
会
�

◎
第
24
回
宝
塚
研
修
会
の
開
催

４
／
25
㈮
恒
例
の
宝
塚
歌
劇
観
劇
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
�月

組
公
演
�
Ｍ
Ｅ 

Ａ

Ｎ

Ｄ　

Ｍ

Ｙ 

Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
�
を
観

劇
し
�
今
回
の
公

演
を
演
出
さ
れ
た

演
出
家
の
三
木
章

雄
さ
ん
よ
り
演
出

に
対
す
る
苦
労
話

等
の
ご
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
�

◎
税
務
研
修
旅
行
の
開
催

６
／
９
㈪
�
11
㈬
第
33
回
企
業
経
営
税

務
研
修
旅
行
�
南
東
北
の
旅
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
�

当
協
会
よ
り
30

名
の
方
が
参
加
さ

れ
�
松
島
・
最
上

川
・
山
寺
な
ど
を

巡
り
�
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
�
和
気

あ
い
あ
い
と
交
流

を
深
め
ら
れ
ま
し

た
�

�
法
人
部
会
�

◎
調
査
部
所
管
法
人
講
演
会
の
開
催

４
／
23
㈬
守
口
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ

テ
ル
に
於
き
ま
し
て
門
真
優
良
法
人
会
と

共
催
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
�
大
阪

国
税
局
担
当
官
よ

り
�
税
務
を
め
ぐ

る
最
近
の
ト
ピ
�

ク
ス
�
の
テ
�
マ

で
イ
ン
タ
�
ネ
�

ト
と
税
務
行
政
を

中
心
に
ご
講
演
を

し
て
頂
き
ま
し
た
�

◎
入
門
・
実
務
研
修
会
の
開
催

入
門
シ
リ
�
ズ
研
修
会
�
２
回
�
は
�

新
人
社
員
や
若
手
社
員
を
対
象
に
�
税
の

基
礎
知
識
�
源
泉

徴
収
・
社
会
保
険

に
つ
い
て
の
内
容

で
�
税
法
実
務
研

修

会
�
２

回
�
は

実
務
に
直
結
し
た

こ
こ
だ
け
は
知
�

て
お
き
た
い
と
い

う
内
容
で
開
催
致

し
ま
し
た
�

�
個
人
部
会
�

◎
役
員
研
修
会
の
開
催

５
／
28
㈬
守
口
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ

テ
ル
会
議
室
に
於
き
ま
し
て
個
人
部
会
主

催
で
開
催
致
し
ま

し
た
�

門
真
税
務
署
鉄

田
署
長
様
よ
り�
査

察
の
は
な
し
パ
�

ト
２
�
の
テ
�
マ

で
署
長
の
体
験
談

を
交
え
�
楽
し
い

ご
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
�

◎
簿
記
教
室
の
開
催

６
／
９
㈪
�
19
㈭
の
４
日
間
コ
�
ス
で

平
成
20
年
度
簿
記
教
室
�
第
１
回
�
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
�

税
理
士
の
池
田

千
恵
先
生
よ
り
�

簿
記
の
基
礎
知
識

か
ら
複
式
に
よ
る

記
帳
の
仕
方
か
ら

決
算
に
つ
い
て
�

判
り
易
く
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
�

�
青
年
部
会
�

◎
管
外
研
修
会
の
開
催

６
／
12
㈭
�
企
業
ミ
�
�
ジ
ア
ム
協
会
�

の
亀
田
訓
生
氏
の
ご
案
内
に
よ
り
オ
ム
ロ

ン
㈱
コ
ミ
�
ニ
ケ

�
シ
�
ン
プ
ラ
ザ

の
見
学
と
京
都
国

際
マ
ン
ガ
ミ
�
�

ジ
ア
ム
�
学
校
歴

史
博
物
館
の
見
学

会
を
開
催
致
し
ま

し
た
�

部会だより

「関西フィル・第204回定期演奏会」にご招待

大川創業㈱大川真一郎氏のご好意により、会員の皆様に
「関西フィル・第204定期演奏会」へご招待します。
下記日程のチケットを 5組10名様にプレゼントいたします。

●第204回定期演奏会  平成20年7月18日㈮ ＰＭ７：００開演
18：40～指揮・飯守泰次郎によるプレトーク開催

指 揮／飯守泰次郎　 独 唱／佐藤美枝子（ソプラノ）
曲　目／武満徹：弦楽のためのレクイエム
　　　◆ Ｒ.シュトラウス：４つの最後の歌
　　　◆ ブルックナー：交響曲第 3番ニ短調

［ノヴァーク版］（「ワーグナー」）
 会　　　場：ザ・シンフォニーホール

※　ご希望の方は当協会事務局までご連絡下さい。
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